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校庭の梅が咲いています！3年生の受験生活もあと少しで終了！ 

『カフネ』    阿部暁子著  講談社     2024 

「カフネ」とは亡くなった弟の元恋人、小野寺せつな

が働いている家事代行会社の名前。溺愛していた弟の

遺言で、野宮薫子はせつなに会いにいきます。法務局

に勤務する薫子は、「カフネ」を手伝うことに。せつな

と一緒に、様々な家庭に出入りし、そこでせつなの作

る優しい料理が、頑なだった薫子の心をほぐし、やが

てせつなと喪失の痛みを分かち合い…。カフネとは、ポルトガル語で

愛する人の髪にそっと指を通すしぐさのことを言うそうです。 

『変な地図』      雨穴著     双葉社 2025 

すでに 2026年 1月の段階で 70万部のヒット！全国各

地の書店では、「変な地図」の特設展示が展開。大学生・

栗原が空き家で発見した一枚の古地図。７体の妖怪が

描かれたその奇妙な地図が、彼を謎解きと冒険の旅へ

と誘っていく──。このシリーズを読んだ中学生に聞

いたところ、とにかく怖い、そして予想を裏切る展開、家に帰ると、

自分の家の間取りが気になってしまう…とのこと。なかなか本が読ま

れないというが、読まれる本は読まれるのですね、 

『わたしのおとうさんのりゅう』 伊藤比呂美著 左右社 2025 

詩人・伊藤比呂美さんは、日本で初めて『エルマーと

竜』を読んだ子どもだったといつかラジオで語ってい

ました。なぜなら当時印刷工だったお父さんが、「こ

れおもしろそうだから」とゲラの段階の物語を子ども

だった比呂美さんに渡してくれたから。そのお父さん

のことを、今回は思い出しながら書き下ろした 1冊。実はお父さん

には背中一面に大きな竜の彫り物があったのです。 

『成瀬は都を駆け抜ける』  宮島未奈 新潮社 2025 

成瀬三部作、遂に完結です。もう成瀬に出会った人は

必読だし、まだ出会っていない人は、これを機にどう

ぞ。成瀬の魅力を一言でいうなら、自分の道を迷わず

駆け抜ける行動力と、天然なハイスペックの変人さで

しょう。そして、読み進むうちに、成瀬ファンになっ

てしまう。今回は京都大学の学生となった成瀬の巻き

起こす旋風を堪能してください。春に京都に行く 78回生には特に！ 

『イン・ザ・メガチャージ』 朝井リョウ著 日経 BP 2025 

デビュー15年目に上梓されたのは、ファンダム（熱狂

的なファンコミュニティ）の経済圏を舞台にした小説。

メガチャージとは、もともとは週に 2000人以上信者が

集まる教会のことを言う。推し活に励む人たちのコミ

ュニティは、さながらメガチャージ？推し活を仕掛け

る側、熱狂する側、離脱する側のそれぞれの視点で物語は展開してい

く。仕掛ける側は、当然世の中を醒めた目で俯瞰している。そして熱

狂する側はどんどん視野狭窄になっていくが、そこには推しであるこ

との幸福感が。ではなぜ離脱する者がいるのか…。日経新聞の連載小

説だけに、今の世相を鋭く切り取った作品となっている！ 
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『爆弾犯の娘』   梶原著   東京創元社    2024 

家には、掟があった。＜人を連れてきてはいけないし、

うちがどこにあるのかも誰にも教えてはいけない＞

そして、名前も知らない男の人がいつもいた。すべて

の謎が解けたのは小学生の時。男は自分の父で、爆弾

犯として逃げ続けてきたことを。かつで役者をしてい

た父は、1971 年のクリスマスイブに新宿で発生した爆弾テロ事件の

犯人の一人だったのだ。あまりにも人とは違う人生を送ってきた著者

だが、才能あふれる彼女は、父が志半ばで断念した俳優になり、さら

には脚本家となってゆく。ノンフィクションゆえの迫力！一読を！ 

『ロッコク・キッチン』  川内有緒著 講談社 2025 

福島第一原発事故から 13 年が経った 2024 年、著者の

川内さんは、福島県の浜通りではどんな暮らしが営ま

れ、人々はどんなキッチンで、何を作り、何を食べてい

るのだろう？という素朴な疑問を抱いた。それから足

げく浜通りに通うようになる。そこでたくさんの素晴

らしい人たちに出会った川内さんは、時に丁寧なインタビューをし、

時に文章を書いてもらい、そしてカメラを回す。その結果、『ロッコ

ク・キッチン』という素敵な本が生まれ、同時にドキュメンタリー映

画「ロッコク・キッチン」も作秋完成。「食べる」ことは「生きる」こ

とそのもの。著者のまなざしの温かさを感じる 1冊。 

『熊になったわたし』 齊藤慶輔著 KADOKAWA 2024 

カムチャッカで先住民族を研究する 29歳の文化人類

学者、ナスターシャは、ある日熊に遭遇し大ケガをお

う。顎を食い取られたにもかかわらず奇跡的に回復し

た彼女は、自分のなかに熊が何らかの痕跡を残してい

ったことに気づく。そして熊の中にもおそらくナスタ

ーシャの痕跡が…。その日を境に、人間と熊という境界線が彼女の

なかで崩壊する。ノンフィクションでありながら、多分にスピリチ

ュアルでもあるこの本、好き嫌いが分かれそうな 1冊かも…。 

『本でした』 又吉直樹 ヨシタケシンスケ共著 ポプラ社 

村はずれに住み着いた 2人が、村人たちから寄せら

れた、たった 1行のヒントをもとに本を「復元」し

ていくというストーリー。たとえば、「その本のタイ

トルが『大好きだ。迷惑だ』でした。どんな本でし

たか？」という問いに対し、全力でどちらかが答え

ているというもの。あるいは「書き出しが「靴下なんて、もう二度

とはかない。大嫌いだ。」という本を復元するとか。二人の復元力の

高さを楽しんでみませんんか？ 

『ノーサンブリア物語』 並木陽著 銅のケトル社 2017 

1月 23日の 79回生スピーチ大会の特別ゲストにいら

してくだった並木陽さんが、同人誌として出した上

下巻ですｌ。物語の舞台は、7世紀のブリタニア。ヨ

ーロッパ史が大好きだったという並木さん、図書館

にも、かつて愛読していた本を並べてくださったの

で、今回の新刊も一緒に飾ってみました。歴史好きが高じて、小説

家になってしまうって、凄いですね。先生の話も、この歴史的背景

をもとに、魅力的な主人公を配置し…なんて考えるとワクワクしな

がら西洋史を学べるのかも。 



1.2 月にはいった本の一部です。リクエストは常時受け付けています。 

 

79回生 スピーチ大会終了 

1学期から少しずつ準備してきたスピーチ大会が、１月 23日

の午後、行われました。各クラスから選ばれた 12 名のスピー

チのあとは、この日の特別ゲスト、作家並木陽さんの講評と、

ご自身の作家に至る道についてお話いただきました。いかがで

したか？「好き」を大切に生きていくことは、自分の人生を豊

かにしてくれるし、思わぬ出会いがそこかしこにあって、それ

をチャンスにできるかは、まぁ運もありますが、それも含めて、

人生は面白いなぁと思いました。皆さんのスピーチも、とても素晴らしくて、並木さんが帰りが

け「素敵な時間をありがとうございました！と言ってくださいました。図書館には、並木さんの

同人誌時代の本も購入しコーナーを作ったので、良かったら手に取ってくださいね。 

校長先生と絵本談義！ 

新企画は、図書委員会＋校長先生から、長期延滞者にとあ

る招待状が届くというもの。これを聞いた段階で続々と返却

する人がいたのはびっくり。最終的には 5人の延滞者が、校

長先生と、そこに集まった人たちに向けて、プレゼンをしま

した。紹介してくれた絵本は、『二平方メートルの世界で』（前

田海音文・はたこうしろう絵 小学館）『1つぶのおこめ』（デ

ミ作 さくまゆみこ訳 小学館）『百年の家』（パトリック・

ルイス作・長田弘訳 講談社）『ふたりはいつも』（アーノルド・ローベル作・三木卓訳 文化出

版局）『世界はこんなに美しい』（ノヴェスキー文・モースタッド絵・横山和江訳 工学図書） 

 

 

 

 

 

77回生 家庭科：幼児のお弁当 

吉岡先生の最後の家庭科の授業は、5

歳の自分に作ってあげたいお弁当を

考えて、15 歳の自分からメッセージ

を添えると

いうもの。 

提出された

お弁当の絵

を図書館の

テーブルに

展示中。 

 

77回生 国語：小さな読書会 

昨年までは、自分のために本を選ん

で読書会をしていましたが、今年は

友達のために 1 冊本を選び、それを

読んで読書会をしました。最終日は、

読んだ感想と、なぜその本を友だち

は選んだのかを推測。そして友達か

らはその理由を述べてもらいました。

意外な本もあって、面白かったです。 

78回生 国語：百人一首でおみ

くじを作ろう 

まもなく、図書館でおみくじがひけ

ますよ！ 

おしらせ 

窓際に、小学校の用

務さんに特注の棚

を作っていただき

ました。中には、主

に写真にまつわる

本や、画集などを展

示しています。 

登録番号 NDC 書 名  著者名１ 出 版 者 

040617 176 おみくじの歴史 平野多恵 著 吉川弘文館 

040599 210 いま、日本は戦争をしている 堀川理万子 絵と文 小峰書店 

040341 227 池上彰と学ぶイスラエル・中東の歴史地図 池上彰 監修 平凡社 

037412 290  世界のともだち  偕成社 

040614 291  ロッコク・キッチン 川内有緒 著 講談社 

040603 319 狙われた国と地域 松竹伸幸 監修 あすなろ書房 

040619 370  共感の論理 渡邉雅子 岩波書店 

040601 387  ニッポンのおみくじ 鏑木麻矢 著 グラフィック社 

040592 388  生きものとのおどろきの話 小澤俊夫 監修 岩波書店 

040593 388  人と人とのにんまりする話 小澤俊夫 監修 岩波書店 

040618 417  おもしろい確率・統計 永野裕之 監修 すばる舎 

040583 460  生命と時間のあいだ 福岡伸一 著 新潮社 

040595 491  嗅ぐのが楽しくなる鼻のひみつ 今泉忠明 監修 創元社 

040275  10 代からのヘルスリテラシー 松本俊彦 監修 大月書店 

040594 511  巨石運搬!海をこえて大阪城へ 鎌田歩 作 アリス館 

040566 627  花々の言葉 S・ド・ラトゥール夫人  国書刊行会 

040410 645  図書館司書 30 人が選んだ猫の本棚 高野一枝 編著 郵研社 

040611 763  はじめてのパーカッション TAKAFUMI 著 ﾘｯﾄｰﾐｭｰｼﾞｯｸ 

040610 763  東京大学「ﾎﾞｰｶﾛｲﾄﾞ音楽論」講義 鮎川ぱて 著 文藝春秋 

こ
んな
ことやってます！


